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1 概要 














2 IEEE 802.11e 無線 LAN 
2.1 IEEE 802.11e 
 IEEE 802.11eとは、802委員会が IEEE (米国電気電子技
術者協会)で定めた規格の一つである。IEEE 802.11a や
IEEE 802.11b の規格を基準として、セキュリティ機能や
QoS機能を追加した。QoS機能には EDCA と HCCAの二
つがある。 
 
2.2 EDCA (Enhanced Distributed Channel Access) 
 EDCAは送信フレームを 4 種類のAC (Access Category)
に分類し、カテゴリ毎に提供するサービス品質に差を付け、
優先制御を実現する。各 AC には、優先度に応じて AIFS 
(Arbitration IFS) 、 CW (Contention Window) 、 TXOP 













 本研究では映像通信品質評価指標として ITU-T G.1010 
で勧告されている遅延時間を用いる。TV 会議のようなリア
ルタイム性の求められる双方向映像通信において端末間



















図 1： ネットワーク構成 
 
5.1 実験 1 ～ 3：通信途中でトラフィックの増加 
 実験開始時、双方向音声通信は 6台合計で 384kbps、双
方向映像通信は 10 台合計で 3000kbps のトラフィックが流
れている。その後開始 10sで、実験 1では双方向音声通信
を128kbps、実験2では双方向映像通信を1000kbps、実験
3 では双方向音声通信を 128kbps と双方向映像通信を
1000kbps増加させる。そして開始 20sで品質低下の見られ
たトラフィックに対して EDCAパラメータの 1 つである AIFS 
を 2から 1へ変化させる。実験全体は 30sで終了する。 
 
5.2 実験 1 ～ 3 結果 
 実験 1、2 では上り音声通信の R 値がクラス C とクラス C 
以下を行き来するまで品質が低下したが、パラメータ変更
により改善が見られ、すべてのトラフィックが品質基準を満
たした。実験 3 では上り音声通信はクラス C とクラス C 以
下を行き来するまで品質が低下し、下り映像通信の Delay 
は基準値である 400ms を大きく上回ってしまった。そこで、
劣化が著しい下り映像通信の AIFS を 2 から 1 へ変更し





5.3 実験 4：複数パラメータ(AIFS, CW, TXOP) 変更 
 実験 3 と同環境にて、AIFS、CW、TXOP のパラメータを
調整することで、すべての通信が品質基準を満たす QoS
保証を実現する。本実験で求めた新パラメータを表 1 に示
し、デフォルトパラメータとの比較を図 2、図 3、図 4、図 5に
示す。 
表 1： 実験 4新パラメータ 
 CWmin CWmax AIFS TXOP 









































































































































表 2： 実験 4デフォルトパラメータと新パラメータの比較 
 R値 Delay 
defaultパラメータ 下り クラス C 400ms以上 
上り クラス C以下 150ms以下 
新パラメータ 下り クラス B 150ms以下 

















QoS 保証を実現する。本実験で求めた新パラメータを表 3 
に示す。 
表 3： 実験 5新パラメータ 
Access Category CWmin CWmax AIFS TXOP 
AC_VO（down） 3 7 2 3264 
AC_VO（up） 1 3 1 3264 
AC_VI（down） 1 3 2 6016 




表 4： 実験 5デフォルトパラメータと新パラメータの比較 
 R値 Delay 
defaultパラメータ 下り クラス C 400ms以上 
上り クラス C以下 150ms以下 
新パラメータ 下り クラス C 150ms以下 
上り クラス C 400ms以下 
 
すべての通信の品質が基準値以内に収まっているが、























[1] ITU-T Recommendation G.107, ''The E-model, a 
computational model for use in transmission 
planning'', March 2005. 
[2] ITU-T Recommendation G.1010, ''End-user 
multimedia QoS categories'', November 2001. 
